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1．研究背景・目的  

 現在,都市空間では車中心から人中心を基盤とした

トレンド移行が発生し,更に道路機能においては通過

機能のみならず滞留機能も重要視されている.都市に

とって歩行者増加は,地域の活性化,健康促進等の効果

を育むこととなる.そのため，今後の歩行空間において

居心地良いウォーカブル空間が求められると考えられ

る.例えば,利用者目線で都市に焦点を当てた場合,五

感をもとに居心地の良さや不快さを評価することが多

い．そこで,本研究では五感内より聴覚に着目し,音か

ら風景が育まれるサウンドスケープをもとに歩行空間

の把握分析をすることを目的とする.そして,視覚を中

心に評価が進んでいる都市に対し,聴覚をもとに評価

することで,さらに居心地良いウォーカブル空間の創

造を行う基礎とする. 

 

2．既存研究  

 鳥越 1)はサウンドスケープという環境概念,サウン

ドスケープ調査研究の独自性なる方法論の研究,金ら

2)は環境構成要素としての音を総合的に理解し,都市

空間におけるサウンドスケープのあり方から音を配慮

した都市空間整備の計画的示唆を得ることとした目的

の研究を行っているが,音と居心地良いウォーカブル

の関係性を見出す研究は行われていない. 

 

3．研究概要 

(1)研究対象 

国土交通省が定める「居心地が良く歩きたくなるま

ちなか 3)」づくりのキーワードである WEDO(1)が含ま

れ,さらに車両走行音の差が判断可能である歩行者専

用道路を有する地域をもとに調査経路を設定する.本

研究では，東京都豊島区池袋地区(1.7km 圏内), 東京

都中央区日本橋室町地区(1.3km 圏内),東京都千代田

区丸の内地区(1.7km 圏内)を研究対象地域に選定した. 

  

(2)研究方法 

 各研究対象地域の歩行者専用道路実施日である日曜

日の実施時間をもとに,人々の通行が多いと仮定する

午後帯と晴天時にdB測定を含む現地調査を実施する.

音の把握は，サウンドスケープの調査方法 4)と記録方

法 5) より,騒音機アプリの「dB Meter」を使用の上,地

上から約 1.5m の高さで歩行しながら dB 測定を実施

し,器械的記録を行う.歩行時の測定の為,特殊な車両

走行音等からの異例値発生がある事から,現地調査は

同地域 3 回実施することとする.なお,コロナ禍より安

全面をもとに歩行者接触は行わず,自身の感覚評価を

もとに身体的記録を行う. 

 

4．調査結果 

①東京都豊島区池袋地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日 18 時から現地

調査開始し,図 -1 に

dB，図-2 に調査経路並

びに身体的記録結果を

示す.ポイントEの5月

30 日分測定値が非常

に高いのは,広告音発

生の車両通過の影響で

ある.また,滞留可能な

ポイント 1・2 の数値は

全日低い事が確認出来 

 
図-2 経路と身体的記録

図-1 dB測定値とポイントの関係 

キーワード 歩行者空間,音風景,街路の音 
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るが, 同条件のポイント 3 の 7 月 18 日分の数値のみ

高いのは鉄道走行音の影響である. 

②東京都中央区日本橋室町地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日 18 時から現地調査開始し,図-3 により dB，図-

4 に調査経路並びに身体的記録結果を示す．9 月 5 日・

10 月 10 日は歩行者専用道路(O～O’)間にてイベント

実施の為、dB 数値が 8 月 22 日より高い結果となり,実

際の滞留者の差も生まれていた為,人々の賑わいが反

映.また,9 月 5 日のポイント J・M の数値は車両走行

音による高数値である.  

③東京都千代田区丸の内地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日 16 時から現地調査開始し，図-5 に dB，図-6 に

調査経路並びに身体的記録結果を示す. 11 月 21 日・11

月 28 日は「丸の内イルミネーション 2021」の点灯時 

期となりイベントの有無によって大きく dB 数値の差

が生まれる結果となっ

た.また,ポイントHか

ら I に向けて全日数値

が上がっており,歩行

者専用道路から道路へ

の環境変化が生じてい

る地点となる. 

 

5.まとめと今後の展望 

 器械的記録結果よ

り,3 地域共に異例値

を除き dB 数値の推移が

同じ傾向を示していることから,歩行者中心のウォー

カブルな街路では，56dB から 68dB であった.また,公

共空間開催のイベントは直接 dB 数値に変化をもたら

し,dB 数値は人々の賑わいの単位として評価可能であ

ると考えられる.身体的記録結果からは,昆虫の鳴き声

や鳥の鳴き声・イベント実施時の音楽発生等,数値だけ

では判断の出来ないポイント毎の音色を確認すること

ができた.また,器械的記録結果と身体的記録結果を照

らし合わせる事により,異例値の原因解明に繋がる為,

歩行空間のサウンドスケープには器械的記録・身体的

記録結果が必須である. 

しかし,本研究の目的達成には,不特定多数の感情

評価をする事が必要となる為,今後も音風景の調査を

進めると共に, 佐藤ら 6)の歩行者の表情やしぐさに着

目した歩行空間の評価手法を参考とし,歩行空間内の

人々のしぐさに着目の上,サウンドスケープと居心地

の良いウォーカブル空間の関連性を見出す事とする. 

 
 
 
補注 

(1)WEDO：Walkable-歩きたくなる・Eye level-まちに開かれた 1 階・

Diversity-多様な人の多様な用途,使い方・Open-開かれた空間が心地良

い 
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図-3 dB測定値とポイントの関係 

図-4 経路と身体的記録 

図-5 dB測定値とポイントの関係

図-6 経路と身体的記録

IV-02 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - IV-02 -


